
平成 25 年度会報第 3 号 

                  平成 25 年 12 月 25 日 

  
今年の夏は天候が悪く、支部の年間行事もその影響を受けたのは残念でした。 

秋の紅葉も去年ほどではないなと思っていましたが、紅葉の涸沢パノラマコースへ参加した方々に

は素晴らしい至福の味わいがあったようです。 

会員・会友の皆様 どうか良いお年をお迎えください。 

 

 

1. 紅葉の涸沢（涸沢～パノラマコース） 

 ◆ 日 程  2013/10/5～10/6 

 ◆ 場 所  涸 沢（テント泊） 

 ◆ 参加者    CL.関本邦晴、埴崎 滋、大庭保夫、大庭太洋子 

 （ ８名）    安田二三男、國田弘子、山本瑠里子（関本知人）、池本順平 

 

１０月５日 関本車（関本、安田、國田、山本）・

大庭車（大庭夫妻、埴崎、池本）に乗り合わせ、

飛騨清見 IC.より平湯へ 05:40 着。ジャンボタク

シーにて上高地入りは、安上がりで快適。バス T. 

06:20 着。明神～横尾経由で涸沢へと足を進める。

往路 15km。 

何時もながら上高地の風は清々しく、来る人の

目的を問わず迎え入れてくれるが、やはりザック

を肩にした登山者の表情からは、目的地への長い

行程に立ち向かう緊張感と喜びを隠す事は出来な

い。足を速める彼等も、河童橋の前では足を止め、

目にする奥穂高・前穂・吊尾根や、左手に延びる

西穂高岳の稜線に感動の色を濃くする。我々には

歩きなれた道中も、同行する仲間によっては随分

と楽しいものになる。今回のパーティには、上高

地の生字引の埴崎さんや、何を聞いても即座に答

えを返してくれる安田さんがいてくれて頼もしい。

06:20 明神館までは８名隊列らしきまとまりで

来たが、どうしても間が開く。リーダーとしては、

遅れながらも一緒にと言う思いが有ったのだろう

が、安田さんの提案で２班に分かれようと決定。

先行隊４名（Ｓ、О.t、Ｉ、Ｙ.r）はテン場の良い

場所取りを目指し足を速める。 

 白沢出合の橋の袂から、徳本峠分岐道を見る。

H.23/8/6 島々～徳本峠越で上高地に入った道程を

思い出す。S が言った「上高地に入るバス賃をケ

チルのに、随分と長い道を歩いたな・・」と。曲

がりくねった梓川の流れ、ケショウヤナギが点在

する河原から林の中へと軽快に足を運ぶ。S の引

率でこれが４度目の山行と言う Y さん、実に達者

な足をしている。前穂高北尾根が現れ帰路のルー

トを目で追う内に、ハルニレの木陰も気持ちの良

い徳沢のキャンプ場に出る 08:10。徳沢園で一服

するのは帰りの楽しみとし横尾へ。 

左手に新村橋の吊橋が見えてくる。予定通りの下

山路を辿ればこの橋を渡って徳沢に帰る事になる

（公社）日本山岳会石川支部

支部長 中川 博人 



のだが、前日の天気予報では曇り一時雨、悲観的

な思いを振り払い、屏風岩の岩壁が現れ、トイレ

待ちの長蛇の列が見えると横尾だ。横尾大橋の袂

で軽い朝食を取る。 

横尾 09:10～09:30 発。本谷橋通過、多くの登山

者が河原で腰を落としているのを目にも留めず足

を進める。ダケカンバの中を進み、風穴の冷気に

顔を突っ込む。快適に進んでいた足もチョット一

服気味に、ここまで来ると前後を行ったり来たり

していた登山者たちとも声を掛け合うようになる。

少し前の山には見られなかった景色、カラフルな

山ガールの一団と、彼女たちに引かれるように付

いてゆく若き男達。 

屏風岩の裾を左に回り込み高度を上げると、前方

に前穂の峰が見えてくる。沢に沿って続くナナカ

マドやカエデの目にも鮮やかな紅葉に感嘆の声が。

この景色は涸沢が近づくにつれ更に彩りが深まり、

錦秋の山並みにテンションが上がる。 

モレーンの上に涸沢ヒュッテが見える。石畳にか

かるとモレーン下の分岐に出る。左に回るとヒュ

ッテ、右に行くとテン場。I はビールの香りに引か

れ迷わずヒュッテへ、ザックも下ろさず売店にビ

ール大と声を掛ける  12:30。 

思ったよりテントが混んでいない、天気予報のせ

いで敬遠したのかな？全員集合 15:30。 

揃ったところで４人張と２人用２張を好立地に設

営でき 16:30 より楽しき交流が続く。 

前日リーダーに“嗜好品は・・”と聞くと、“持た

ない、欲しければ自分の分だけ持ってこい・・”

いざ食事となると、出るわ出るはおもむろに取り

だしてくる。Ｙｆ.さんは地元の高級「丸芋焼酎」

こいつは美味い。Оさんは自分は飲まないのに、

ウイスキーを忍ばせて来た。親ごころの有難さに

感謝。 18:00 お開きとしテントに入り、又話が

はずむ・・。 

１０月６日 寝静まった 01:30 頃、ガサゴソと

起きだして小用に。前夜“この調子だったら明日

は晴れそうだな”の話が当たり、満天の星空が広

がる。しばし寒さも忘れ、大の字になってこの場

所にいる事の喜びに浸る。04:00 起床“誰かのせ

いで寝不足だ・・”“俺は キリギリスの合唱がに

ぎやかで寝不足だ・・”“そんな音聞こえんかった？”

これ又楽しき仲間の語らいに、顔を見合わせ思わ

ずニヤリ。日の出とともに穂高の峰々をモルゲン

ロートの黄金の輝きが染めてゆく。しばし声も無

く眺め入る・・！            

05:00～06:30 朝食後テント片付け、予定どう

りにパノラマコースへと 復路 14km。 

07:00 涸沢を後に、チョットきついが穂高を望む

ロケーションとしてこれ以上のコースは 

無いと思う。岩場を何ヶ所も通る狭く険しい道、

頼りないロープに繋がり、落石の危険が有るルン

ゼは休まず進む。足場の良い所で振り返ってみる、

ヒュッテの背後に涸沢カール、扇形に広がる雄大

な北穂沢、穂高連峰の勇姿は何度目にしても日本

離れした眺めだ。 

前に進む、屏風岩の左手奥に初めて槍の穂が見え

た。期せずして“槍だ、槍だ”。 

屏風のコルに出る 08:30。屏風の耳下大岩の上に

腰を下ろす。吊尾根の左手に前穂高と北尾根の岩

峰が連なる。こうして見るとやはりすごい迫力だ

“俺はあそこをこう登りたかった、でも往ったら

死んでいたな・・”奥穂高から北穂高、右奥に槍

ヶ岳。かって歩いた道筋を目で辿り、熱く話がは

ずむ。堪能した展望を目に焼き付け、分岐を立つ 

09:00。 

後は一路徳沢へと、足の疲れが出て来たかどうし

ても間が開く。下山は時間が掛かっても一緒にと

の思いでひたすら下る。途中で登って来た同年輩

と思しきご夫婦？に０さん声をかけ“この道を登

りに使うとは、お強いですね”“田部井淳子さんが、

これを登って涸沢へ行ったと話していたので私た

ちも・・”。 奥又白谷河原に出る、マーキングに

従って進む。 

沢筋を下っていくと、最近吹き荒れた台風の爪痕

か、人為的に刈り掃ったのかすごい量の倒木が針



葉樹林の道筋に積まれている。井上 靖「氷壁」

のモデルの慰霊碑脇で一休み、後続を待つ。全員

揃ったところで梓川右岸林道を進み新村橋に出る。 

橋を渡り「徳沢」へ“プッハ―”ジョッキーで一

杯喉を潤す。美味い、人心地がついた。 

とにかく天気に恵まれた山行に感謝しつつ、あの

涸沢の感動をもっと多くの仲間たちと味わいたか

ったという思いが頭をよぎった。 

技量、気力はだれしもが認める皆様、しかし抗

いがたい年波に、体力・体調の管理で二の足を踏

む人が意外と多いのでは、時間を懸ければ行ける

という方が。これからの山行企画にはこういった

事も加味し、ゆとり組と健脚組といった少ない参

加者でも２コース編成の計画を、サポートのメン

バー編成を含めた立案を持って呼びかける企画を

考えられないものでしょうか。 

     

（文・写真 池本順平） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２. （公益活動）自然観察会・秋山紅葉山行 

 日 程  １１月９日(土） 

 場 所  火燈山（８０３ｍ）～小倉谷山（９１０，６ｍ） 

◆ 参加者  （一般） 石黒秀一、坂井久泰、西中博 

（会員） 長清幸子（CL）埴崎滋、東野智也。 

 

山中・丸岡トンネル手前から旧国道に入る。

大峠には廃村（昭和５８年）の記念碑が谷本知

事の碑文で小学校跡の台地に建っている。トイ

レと駐車場のある広場で、長清会員がコースの

説明を行い、９時２０分出発。まもなくして、

白山神社脇の旧国道と分かれ左の尾根に取り

つく。  急坂の要所にはロープが張られてお

り、尾根筋の登路を行く。南側斜面は常緑樹林、

北側は里人の薪炭や生活具採取の二次林とみ

られる落葉樹林が際立っている。伐栽が行き届

いた登路が続く。 ７３９ｍの平坦地に着くが、

７～８人は優に座れる。 

火燈古道の保全に執念をもって取り組まれてい 

る大庭会員夫妻はこの日も従事しておられる。 

 途次の観察ポイントは（ブナ科）のコナラ・

ミズナラとスダジイ等の堅果の違い。（モチノ



キ科）のアカミノイヌツゲ・ソヨゴの赤い果実、

冬芽が鷹の爪の形から和名となった（ウコギ科）

のタカノツメ。春の山菜の王様コシアブラの扁

球形の黒の果実。（クスノキ科）のクロモジは

小枝を折ると芳香を発し、爪楊枝の材となるこ

と。（モクレン科）のタムシバの柔らかな冬芽

等、長清会員の細やかな解説が続く。 

シャクナゲが登路の両側に目立つようになり、

季節外れのピンクの花をつける株にも出会う。 

火燈山山頂は１１時半着、福井の女性二人（大

庭氏の知己）や４・５人の先客・通過客があり、

人気のほどが窺がえる。昼食後、小倉谷山を目

指す。  登路は尾根を忠実にたどる快適な道で、

山頂手前ではブナの純林が開け、新緑の頃の爽

快さに思いを馳せる。小春日和の山頂からは、

伏拝みの往時を偲ばせる御前峰から三の峰の白

山景観が開け、今シーズン何度目かの冠雪のピ

ークが陽光に映えていた。西側は広大な坂井平

野を蛇行する九頭竜川と北方湖方向の風力発電

の鉄塔が際立って見下ろせる。 個人的な感想

としては、ウルシ・カエデ・モミジ科の紅葉が

この時季にしては、少し鮮やかさが淡い印象だ。 

帰路は、２時に火燈山発、大内登山口には、３

時半に帰着。                   （文：埴崎滋） 

 

 

3. ５支部合同懇親山行（京都・滋賀支部）    ～湖南ｱﾙﾌﾟｽ 金勝山(ｺﾝｾﾞﾔﾏ)を歩く～ 

 

◆日程    平成 25 年 11 月１６日（土）～17 日 

◆場所  アーブしが 湖南アルプス金勝山（ｺﾝｾﾞﾔﾏ）（竜王山６０４.７m）滋賀県栗東市 

◆参加者（８名） 太田義一 織田伸治 津田文夫 中川博人 埴崎滋 廣瀬正 前川陽  

          村上 哲 

 

１１月１６～１７日両日に亘り京都滋賀支部

主催の懇親会が琵琶湖・瀬田の唐橋畔「青年会

館」にて開催された。当支部から２台の車両（織

田車・津田車）に分乗し、８名が参加。 

 午後 3 時からの受付を済ませ、4 時から「比

良山系の自然と遭難の現状」と題して松下征文

氏（京都滋賀支部副支部長）のｽﾗｲﾄﾞを交えた講

演を聴く。全員熱心に聴き入り、講演後の質問

も活発に飛び交った結果時間切れで「続きは懇

親会の席で」ということで閉演。 

 続いて午後６時半からの懇親会は各支部から

寄せられた「銘酒」がｽﾞﾗﾘ床の間を飾り、各支

部長の挨拶もそこそこに宴ははや佳境に。座は

各支部会員入り混じっての和やか雰囲気の内に、

来年の富山での開催を約しておひらきとなった。 

 翌１７日は曇り空だが雨の心配はない。瀬田

川の畔には早朝からﾏﾗｿﾝ人が駆け巡り、川面で

はﾎﾞｰﾄ漕ぎの練習に息を弾ませる風景も。 

 朝食後それぞれの車に分乗し、登山口の上桐

生・園地へ。私は 2 年前元旦に干支登山・竜王

山を目指して訪れたことがある。ｺｰｽはその時と

逆ｺｰｽで沢添いに落ｹ滝を経て、鶏冠山との分岐

で尾根へと出る。そういえば鶏冠山も「酉年」 

に登っている。滋賀には干支の名のつく山が多

い。都を中心に仏教が広まったことによるもの

か・・。この辺りから巨岩・奇岩の岩峰が連続

する。山全体は花崗岩があちこちに白く露出し、

遠くから見ると雪を戴いた山々に見えることか

ら「金勝(ｺﾝｾﾞ)アルプス」と呼ばれているようだ。

天狗岩の下で昼食となり、元気組はそそり立つ

岩峰へと登り、湖南の山々、琵琶湖、湖東への

展望を欲しい儘にしたようだ。 



 耳岩から階段の山道を白石峰へと達する。重

ね岩・国見岩を経て谷筋に入ると薄暗い林とな

る。やがて狛坂(こまさか)磨崖仏に至る。この辺

りはまさに中世仏教ﾛﾏﾝが色濃く漂い、かつて存

在しただろう伽藍を彷彿させる石積みにしばし

足を留め、ﾃﾞｼﾞｶﾒの撮影会となる。 

 南谷林道を下り新名神高速道の下を抜け、さ

かさ観音、ｵﾗﾝﾀﾞ堰堤を経て上桐生へと帰り着く。

さかさ観音の横を流れる川筋で見た紅葉の赤が

陽に染まり何とも美しく印象的だった。「秋の夕

日に照る山もみじ・・・」口ずさむ女性会員に

癒された秋の山行でした。 

                          

（文：村上哲 写真：前川陽） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 石川支部 山祭り 

 

◆日 程   平成 25 年 11 月 29 日（金）～30 日（土） 

◆場 所   粟津温泉「おびし荘」 

◆参加者（17 名） 織田伸治（幹事） 太田義一 大幡裕 大庭保夫 大庭太洋子 小畑聡子  

関本邦晴 高田和彦 樽矢導章 塚谷義昭 内藤千代 長清幸子 埴崎滋 

廣瀬正 廣瀬幸寛 前川陽 村上哲 （男 13 名 女 4 名））  

 

11 月 29 日 粟津温泉おびし荘にて、山祭りが開催さ

れました。天気予報では雪になっていましたが、雨で道

中も心配ありませんでした。 

宴会場はこじんまりとした和室で、ぐるりとお膳が並べら

れ、皆さんのお顔を見ながらご馳走をいただきました。

刺身から始まり、蟹をむしり、豆乳鍋であたたまり、魚

のあら煮、茶碗蒸し、にしんそば、釜飯他美味しいもの

に囲まれ、大変満たされました。久しぶりにお会いした

方、初めてお会いした方ともお話ができました。山の歩

き方に皆さん個性があり、お話が聞けてとても楽しかっ

たです。 

1 次会お開きの後、2 次会は 1 室お借りして、お酒、お

つまみ、果物が振舞われ、飲む人、語る人、眠る人そ

れぞれ自由に過ごされました。 

この自由さがいつもいいなあと思います。 

 



温泉にも入ってきました。大浴場も貸切状態で、ゆっく

りのんびり出来ました。お世話してくださった方々、あり 

がとうございました。また、参加させてください。 

  

 

           （文：小畑聡子 写真；前川陽） 

 

 

 

 

 

 

 

 5.支部長会議・年次晩餐会の報告 

◆支部長会議 平成 25 年 12 月７日 午前 10 時 30 分より 

◆会 場  品川プリンスホテルアネックスタワー5Ｆ 「大雪」 

 全国支部長が一堂に会す。冒頭、森 武昭会長から現在日本山岳会の活性化を図るうえでの最重要課題は、

「会員増強と次期リーダーの育成」であり、本日はこのことを協議していただきたいとの挨拶から始まった。 

会務報告は以下の通り報告があった。 

① 110 周年記念事業（案） 

２年後ＪＡＣは創立 110 周年を迎える。尾上前会長を委員長として４回の実行委員会を開催。 

コンセプトを「若手会員の育成及び会員の増強と各支部の活性化を図る」 とする。 

②  「山の日」制定：経過報告。超党派議員連盟で８月１１日を国民の祝日「山の日」として次期通常国会に祝日

法改正案を提出する。個人会員を募集。 

③ 家族登山普及ＷＧについて：来年度も各支部にお願いしたい。 

④ 300 名山編纂について：現状３６％（109 山）の提出があった。 

⑤ 日山協、・都岳連関連：公益法人移行に伴い、今年度末を以て加盟していた都岳連を退会する。 

⑥ 税額控除制度について 

⑦ 旅費等の自己負担額を日本山岳会へ寄付する場合の取り扱いについて 

⑧ YOUTH CLUB 活動について 

 

 第２案件として、支部活性化についての意見交換。 

北海道支部・東京多摩支部・東海支部・関西支部・広島支部・四国支部よりそれぞれ活性化に向けての活動状

況の説明があった。 

① 北海道支部＞雪崩講習会に指導者７名。３ブロックで実施。これが岩や沢へ波及しており、リーダー育成が

進んでいる。 

② 東京多摩支部＞都県分県嶺踏査。公募延 510 人。11 人が入会した。初心者登山教室。３ヶ月で座学３回、

登山３回。年齢制限５０歳以下。 

③ 東海支部＞４年 7 か月で 139 名入会した。東海学生山岳連盟の育成。（現在 15 大学、延 100 名が加盟。 

 



1. 平成 25 年度支部事務局会担当者議 

青年部：東海学生山岳連盟から正会員に。精鋭的な登山実践の若手グループ。山ガール講座の開設。２０

名限定の講座。向上心が高く、有望。 

④ 関西支部＞ゆるやか山行（里山歩き中心）月１回。会員外の参加あり。人気がある。 

  登山教室（初級・中級・上級）で開催。段階を踏みつつ、会員誘致している。 

④ 広島支部＞中国新聞ブンカセンターの登山講座中級講座卒業生を正会員に推薦。正会員１６３名中８０名

が卒業生である。 

⑤ 四国支部＞登山教室（毎月１回） 

―総括― 

（宮崎紘一担当理事） 全体的に登山教室・講習会等が共通している。山岳会の人材の多さは財産と考える。内

部的には YOUSUCLUB 等の次期リーダー講習等も活用してほしい。 

（黒川 恵副会長） 登山教室の実施については、講習スタンダードの作成も必要か。 

以上。 

◆平成 25 年度年次晩餐会 12 月７日(土) 午後６時より 

◆会 場  品川プリンスホテルアネックスタワー5Ｆ  

◆参加者 津田文夫、太田義一、北栄一郎、廣瀬正、中川博人（会員４名、会友１名） 

 晩餐会に先だっての講演会では、2012 年 5 月にダウラギリを登頂し日本人初の 8000ｍ１４座を完登した竹内岳

洋氏の講演会があり、映像を交えた話に感動した。今年の晩餐会は全国から 466 名の会員が参加。皇太子殿下

も出席され楽しいひと時であった。太田・廣瀬の両氏は翌日の記念山行にも参加した。 

その報告を巻末に掲載します。 

（文 中川博人） 

 

 

 

 

参加希望者は、申込期日までに担当者もしくは事務局（前川：080-1952-7298 

メール：maekawayo@gmail.com）まで申し込みください。 

 

 

 

 

 

・ 日時 平成２６年 1 月２５日（土）～２６日 

・ 場所 （２５日）日本山岳会会議室 （２６日）プラザエフ会議室 

・ 議題  ①会長挨拶 ②会務報告 ③支部会計処理の手引き（改訂版） ④支部２６年度事業

計画・予算 ⑤支部活性化活動 ⑥支部からの提案等 ⑦第３０回全国支部懇談会（埼玉支部） 

⑧その他 

 



2. 雪 洞 山 行 

3. 春山 カンジキ山行 

 

 

 

 

１年の計画行事で最も厳しい時期の山行ですが、その分、収穫も大です。正月でなまった体をほ

ぐし、個人山行等の危険回避訓練と天候不良に悩まされた夏季事業の“脱”不完全燃焼のため、是

非ご参加ください。 

◆日 程 平成 26 年 2 月 15 日（土）～16 日（日） 

◆場 所 「西山付近の眺望の良いところ」（場所は積雪状態によって変更あり） 

 ◆集合場所と行動予定 

・2 月 15 日（土）８時 00 分 道の駅「瀨女」駐車場 

乗合いで登山口まで移動、昼食後、登山開始 

13 時頃から雪洞を掘り始める、完成後夕食、就寝 

・2月 16 日 (日) 朝食後、付近散策（天候次第） 

◆持ち物 夕食、朝食は各自・冬山装備一式・（輪環・スノーシュー・山スキーの何れか、オーバ

ーミトン、ゴム手袋は有効）・（スコップ・スノーソーがあれば持ってきて下さい）小さいブル

ーシートがあれば便利です。 

 ◆申し込み 

参加者は２月７日（金）までに関本まで、メールで連絡下さい。 

参加者には、詳細を追って連絡します。 

連絡先 e-mail kuniharu@dog.email.ne.jp  

携帯電話 ０９０－４６８２－３１７２ 

 

 

 

 

 ◆日 時  平成２６年３月１５日（土） 予備１６（日） 

◆場 所  大倉山（1,443m）～土倉山（どくら 1,384m） 早月川右岸の山 

◆集合場所 金沢山側環状線観法寺パーキングエリア 

       午前 4 時集合 乗り合わせで 4 時１０分出発 

       早月川剣橋先の桑首谷林道入口に駐車 

（車が複数台なら下山口の鍋増谷林道にも配車） 

◆コース 

   369m 桑首谷林道 6:40 歩き出し⇒635 大倉山登山口 7:40(出来るだけ夏道どおりに登る) 

   ⇒1,054m 桑首尾根 9:30m⇒1,443m 大倉山 11:30m 

⇒1,420m 東芦見尾根（劔岳展望地）で昼食 12:00 ～12：30 発 

⇒1,274m 東芦見尾根鞍部 13:00m⇒1,360m 土倉山南西尾根分岐 13:30 

⇒1,384m 土倉山 13:40m⇒土倉山南西尾根分岐 13:50⇒1,037m 南西尾根中間点 14:30 



1. 新版「日本三百名山登山ガイド」石川支部執筆担当分（６山）の完了について 

⇒500m 鍋増谷林道 15:20m⇒桑首谷林道入口（車）16:00 

       <エスケープ> 天候、残雪状態が悪い場合は同じ桑首尾根で戻る。 

     

◆ 個人装備 春雪山日帰りの服装、アイゼン、ピッケル、かんじき、ストック、雨具、      

サングラス、地図、コンパス、医薬品、朝・昼食、非常食、水、(カメラ・携帯 Tel) 

◆ 団体装備 ツェルト、ガスコンロ（４人に 1 セット）、ＧＰＳ1 台、携帯１台、 

補助ロープ 30M  

◆申込み  ３月７日までに、に事務局（前川：080-1952-7298 Mail：maekawayo@gmail.com） 

までお申し込みください。なお、非会員・会友の参加は山岳保険加入者に限ります。 

◆その他 集合場所の、金沢山側環状線観法寺パーキングエリアは、金沢方面からは森本トンネルを 

     抜けてまもなく、反対車線側にありますが、右折禁止のため、一旦高架から降りて、折りし 

が必要です。折り返し場所はトンネルを抜けてすぐに、続けて 2 箇所あり、2 箇所目の方が 

便利ですが、1 箇所目からすぐにあるので、行き過ぎないように注意願います。 

 

 

 

 

 

 

新版「日本三百名山登山ガイド」（全３巻）の発行事業

につきましては本部企画事業として、平成 13 年 1 月

末に各支部に執筆依頼があり、平成２５年２月 18 日

の支部役員会議にて、執筆責任者を選定し、平成２５

年度支部総会において執筆補助・取材協力者を募る

等、鋭意進めてまいりました。 

１２月１３日、編集社の（有）奥多摩館より、石川支

部担当の秋季取材分が無事到着し、先の春～夏季

取材報告分と併せ計６山全ての原稿が、〆切内に無

事到着したことに対するお礼の電話があり、完了しま

した。 



2. 会友の入会について 

3. 第 1 回全国安全登山実技指導 冬山・雪崩対策講習会 

担当者の皆様には、原稿等作成に際しては、下調べ

から、現地調査、写真撮影等、大変お疲れ様でした。 

 

なお、今回の執筆責任者は以下のとおりです。 

 

 

1.医王山（埴崎滋） ・大門山（長清幸子） 2.大笠山（石森長博） 3.笈ケ岳(八十嶋仁) 4.三方岩岳（前川陽） 

5.白山（西嶋錬太郎）  

＊ 中川支部長には笈ケ岳の取材協力・原稿アドバイスを、また八十嶋会員には担当以外にも 

医王山、大門山の写真取材協力をいただきました。 

＊執筆者各位には、今後編集の段階で、問い合わせがあった場合には、引き続きよろしくお願いします。 

 

 

 

 関本さんのご紹介で、１２月から以下の 2 名の方が、会友になられましたのでよろしくお願いします。 

 ・岩崎 美那子さん （S22 生 A 型 七尾市在住） 

・山本 留理子さん （S46 生 B 型 小松市在住）  

 

 

 

９月に実施された安全登山普及（クライミング技術向上）講習会の一環として、以下のとおり会員１

名を本部 YOUTH 講習会に派遣します。 

・ 主催者  公益社団法人 日本山岳会 

・ 講習会名 第１回全国安全登山実技講習会（冬山・雪崩対策講習） 

・ 日程   平成 26 年 1 月 25 日（土）～26 日（日） 

・ 場所   国立登山研修所 劔沢夏山前進基地 

・ 派遣会員 八十嶋 仁 

・ 講習の概要 

   演習地まで深い雪の中をハイクアップ。途中、地形の確認、危険地帯の横断方法等演習。 

ピットチェックの説明、雪崩捜索演習。埋没者の掘り出し(V 字コンベアーメソッド)。 

掘り出した遭難者の搬出（ヒューマンチェーン、ツエルトでの引き出し）。 

雪崩捜索演習（ゾンディーレン）。雪洞構築、懸垂下降演習。 

 

 

 ◆H25 年度個人山行・ボランティア活動の報告について 

  メールもしくは郵送等で事務局（前川）まで報告願います。郵送の方には別途切手を返送します。 

 記入例として、個人山行は「10/１～3 黒部五郎岳 中川 岡本」 ボランティア活動（登

山支援・自然保護等関連）では、「６/７ 山岳講演会 ○○大学 田中」等と記載願います。 

 

◆次年度登山希望の山名等の募集について 

来年度事業計画で登山希望される山があれば、事務局までお申し出願います。 

4. その他、お願い 



 



 



 



 



 

 （寄稿していただいた、太田先輩には心よりお礼申し上げます。） 

 


